
  

 

今回は南エリア見どころをご紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①桂並木 
 立秋を過ぎ桂の葉からは砂糖菓子のような香りが漂い始めました。 

②茶畑と萩 

 茶畑と民家園。郷愁をさそう景色がひろがります。 

③仙人池 
 何か出そうな素敵な池。アオサギが水浴びしていました！ 

④こぶし野 
 

 

 

 

 

 

 

 せせらぎや桟橋のような｢春草席｣のある原っぱ。お昼はここで。 

⑤野草園 
 季節の野草が咲き誇ります。「もりもりクラブ」がお手入れしてくれて

います。 

⑥竹林 

 ススキが色づいてくると秋だと感じますね。例年お月見の頃に無料

配布しています。 

⑧駒が崎の森入口 
 時が止まったような素敵な森の入口。 

⑨相の谷橋 

⑩筑波見の丘 
 冬場、天気が良いと筑波山が見えます。周辺は迷路になっていま

す。 

⑪公方様の森入口 
 

 

 

 

 

 

 

 蝉しぐれにカブトムシ。古河公方館跡という歴史。涼しく、趣もある

おすすめ散歩エリアです。 

 発掘は行われていないが、歩道の下に遺構が … ？ 

⑫空堀跡 
 一の曲輪と二の曲輪の間のようです。当時は今よりもっと深かったと

か。 

⑬公方館跡石碑 
 石碑と、その隣に「古河公方館跡の記念スタンプ」が置いてありま

す。 
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は
な
ん
で
す
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秋と言えば食欲の秋! 

そこで今回は公園内にある樹木より、古くから 

食されてきた｢秋の味覚｣の一部をご紹介します。 

①柿 

②栗 

③銀杏 

④栃の実 ⑤オニグルミ 

 

時期は９月中旬～１０月下旬頃。 

こぶし野近辺に３本、公園北西に山栗が

１本。山栗は小さくむきにくいですが、

甘くておいしいです。 

時期は１０月末。場所は秘密です。 

果肉を取ると、普段見かける状態に。 

味は濃厚で、すって白和えやだんごにどうぞ。 

 

 

時期は１０月中旬～１１月中旬頃。 

南エリア園路沿いにあります。 

焼いて食べたり、茶わんむしに入れたり。 

 

時期は９月中旬～１０月頃。 

こぶし野近辺や森の中に生えています。 

そのまま食べられます。 

 

時期は９月上～中旬頃。 

遊具広場や目洗弁天池付近に落ちてい

ます。十分に渋抜きしてから栃餅などに

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬は鳥を観察するのによい季節です。 
 

     木の葉が落ちて見つけやすい。 
 

     小鳥が群れをつくるので見つけやすい。その上違う種類が一緒にいる。 
  

     渡り鳥や高地の鳥が暖かい平地に移動するので、普段見られない鳥と会える。 
 

総合公園に訪れる野鳥の中から、今回は沼や水面の近くで見られる鳥をご紹介します。 

理由② 

理由③ 

理由① 

 

小川さん(情報・写真)①～④、⑥ 

川田さん(企画) 
 

ありがとうございました！ 

次回も鳥の特集です。 

名前/｢鳴き声｣/コメント 

①カワセミ/｢ﾁｨｰ｣/水面
み な も

に煌
きら

めく公園のアイドル 

②アオサギ/まれに｢ｸｧｰ｣/ひっそりとそこに居る 

③ダイサギ/成鳥はほぼ鳴かない/見られたらﾗｯｷｰ 

④ヒドリガモ♂/｢ﾋﾟｭｳｨｰ｣/♀は茶色で地味、｢ｸﾞヮ-｣ 

⑤オオバン/｢ｸｪﾝｰ｣｢ｷｮｷｮｰﾝ｣他/白いおでこがﾁｬｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ 

⑥カイツブリ/｢ﾋﾟｯﾋﾟｯ｣｢ﾌｨﾘﾘﾘ｣/潜水上手の｢もぐっちょ｣ 

⑦カルガモ/｢ｸﾞｪｯｸﾞｪｯ｣/稲を食べちゃう公園の小悪魔 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q. はどこにあるの？ 

A.意外とあちこちにあります。 
 

公園に“どんぐり”の木は 7 種類あります。落ちていることが多いのは、公方

様の森の中や民家園の裏の斜面、菖蒲池の西側、身障者用駐車場の裏です。松

ぼっくりは少ないですが、公園のずっと南、園路に近いところにあります。 

自分だけの“どんぐりマップ”を作っても面白いかもしれませんね。 

 

総合公園は自然豊かなところ。季節ごとに色々な顔を見

せてくれるのが大きな魅力です。 
 

秋の総合公園の主役は広葉樹。先月号でご紹介した「秋

の味覚」、「どんぐり」といった「実」で楽しませてくれ

る上、赤や黄色のカエデやカツラは目にも鮮やかです。 
 

(写真①)黄葉の始まりは駐車場から。大きなユリノキ。 

南駐車場のカツラからは甘―いキャラメルの香りが…。 

(写真②)10 月下旬ごろから中山台も色づいてきます。

ユリノキ、ケヤキ、エノキ、サルスベリなどが手の届き

そうな高さで観賞できます。 

(写真③)こぶし野～公方様の森 
          (2007 年) 
 

古河市に残る数少ない関東特有の

雑木林、公方様の森。大きなクヌ

ギやコナラ、シデなどが少しずつ

色を変えて晩秋の公園を彩りま

す。最盛期は 11 月下旬。 

そして、森を歩くあなたの足元に

あるのが です。 

(写真②)→ 

中山台 

(2012 年) 

←(写真①) 

南駐車場 

(10 月 27 日) 
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